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1・序　　　諭

　各種の企業はそれぞれ特殊の資本構成と特殊の維醤披術とに依って、それが企業目

的の達域に努めつSあるわけである。而してこの資本構成は維欝技術の支配を受ける

こと多く、しかもi脛螢技術は逆に資本構i成の制限を受けるごとが多い。だから其の企

業の資本椿成を明かにすれば、或る程慶までは其の企業の特色を知ることが出來ると

思ふ。企業の特色をなす斯うし泥資本講成は（ユ）生薩物の種類により（2）原料買

付の場所的及び時關的相違に依り、又は（3）共の企業の傳統的相違に依り、或は（4）

現にそれが存在する肚會の経濟的環境の相蓮に依りて異なると共に（5）其の生産物

に劃する分配、消費の組織等の栢違に依つても異つた『型』（TyPus）を形域すべき

である。我が製継業の如く我が國特殊の経濟的事情の下に多年其の存在と爽展とを績

けて來たものは、全く本邦製縣業猫自の資本構成を有するものと見るべきである。我

が製綜業の依存する特殊の維濟事情とは原料の買付が殆ど全部生繭取引であること生

産組織が學者の所謂Manufactureの段階に在るとと、製晶の殆ど全部が楡出を目的

として生産せられること、其の楡出に際して特殊の紐織と特殊の商習慣とを通過する

こと及びこれ等の諸要素の背後に全艦としての本邦の経濟組織が存すること等であ

る。これ等の要素を包癬して製綜業を螢んで行くには、自らそこに極めて大鶴豊論では

あるが『かくあるべき』資本構成が當然なければならない。而してrかくあるべき』資

本構成の主張には先づ『かくある』資本構成も明かにせねばならない。本調査の目的

は勿論『かくあるべきJのま張に封して軍なる一片の資料を供せんとするに止まるp
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　『かくある』ものを『かくある』がままに表示する方法に二つの檬式を考へること

が出來る。それは縦の時聞的動向をとるものと、横の同時室間的な關係をとるものと

である。完全なる様式はこの爾著を紹≦緯として織込まなければならないのは勿論であ

る。本調査は横の様式を取ったが、今衡雛至して縦の檬式をも加へたいと思ふ。材料

には全部昭和二年度の貸借蜘照表を用ひた。故に個人経螢及び各種の組合組織のもの

は全然除外せざるを得なかつた。盗し現在の事情ではまた巳むを褐ないことと思ふ。

元來貸借叢i照表は各経瞥軍位の資産（負債）内容を如實に示すべきものではあるが、

實際は多少の人爲的加工を施レて蛮表するを常とする、だがこれ等の多数を平均する

時は個別的なゆがみは相殺せられて、雫均の数字は大禮に於て本質的な蝿實を示すも

のと考へてもいSと思ふ。が、斯く言ひ得・るには相當数の経濟箪位を探ら訟ぱならな

い。この黙に關しては本調査については我れながら多少の不満を感する。

　経檬輩位はすべで34其の彿込総資本72．掘6．270圓、年度末現在使用網資本金143・41

2．417圓で、これ等をこの年度末使用資本額に依ってA，B，Cの三つに分けた。卸ちそ

れが百萬圓未満のものはAとし、これに驕するものは、設樂・城南。山梨。石井。中

備・宇陀郡是。西力！茂。義済堂・矢島。幅酷。囎山。天草。伊都・片倉江津・河野・

北諸縣是・美濃e西川。三河の19愈砒、其の佛込総資木金6．675。800圓、期末総使用資

本金10．025．343圓であり、Bは期末使用資本金百萬圓以上千萬圓未浦のもので，搬津

肥後・紀の川・縣是秋田。丸萬。鰹中・茨城縣是。三龍砒・純水館・薩摩・關西・日

本の12會肚がこれに騰し、その梯込総資本金ユ5・278・8輩礁蓬1、期末使用資本金26・g85・89

7圓で、期末使用資本金干萬圓以上のものをCとし、郡是・山十・片倉の3枇がこれ

に屡し、共の佛込総資本金o”o・591・625圓、期末総使用資本aSil　06・40コ・コ77圓である。

　貸借謝照表に用ゐる科同名は経濟軍位に依つて異つてゐる。これ等を比較『文均する

には其の名柵に捉はれるととなく、よく本質を考へ出來るだけ同一性質のものを抽幽

しで同一科目に按配整理しなけれぱならない。このととは然しながら完発を期し難

い。例へば『有便謎舞の項目申の姉妹會砒の持株を含む場合があつたとする』この持

株はとれに依つて該姉妹の経螢に滲加（統制）せんとする目的を有するが故に、これ

は準圃定資薦の巾に入るべきであつて、翠なる有慣設舞とは其め性質を根本的に異に

してゐるのであるが，かうした場合にこの二者を罷別することは全然不可能である。

而して本調査は下の如き標準貸借劃照表を使用した。
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　　　　　　　　　標準貸借謝照表
（借　力）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（貸　方）

科　　　厨

現　金　及

竝s預金
礎　掛金

受取手形
未牧假梯立　替　金

當座i資産計

貸付金
原　　　料

製　　　品

副　製　品

商品勘定計

有｛費讃券

用度品類

流動費産
〟@　　計

焼綜勘定

幽　贅　金

別途勘定
工　　　嶺

無形固定資　　　巖

準　周　定費産　言牽

什　　器

器械及工具

建　　　物

土　　　地

固有圃定
綜Y　計
圃定費産合　　　計

総　資　産

金　　額（円）

内課 合計

比　尋§（％）

内灘
科　　目

支挑手形

買掛金
莱梯及
假受金

當座頁債計

備入金
諸預リ金

流動貢債
合　　計

長期借入金

捌｝込資本金

法定蜜立金

任　　意
請積立命．

積立金計

職員職工
保護基金
退職及恩給塞金1

厚生基金計

前期繰越金

期初純費本

當期盆金

固定鼠債
含　　計

細、員　債

金　　額㈹

内課 合計

比　傘（％）

内鐸

璽
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　これにあてはめるために大嶽の如齢卜目の簸を行つた。

　1・借　方

　振替JYf金は『現金及銀行預金』職工前貸金は『未牧㊥假挑・立替金』印続切手は『有

慣詮劣ミ』に入れだ。

　2・貸　方

禰替弛醐定・株趨込澱金は昧微厳金』保灘・貸±鰍金はr働
金』に入れた。

而して『長期借入金』には醸及韻1・賦償還金を入れようとしPtcが，雌を有する

ものは一鰍もなかつたr期初徽本Jと麟込叙諸磁金、麗齢及び前爆

越金を加へ同繰越損金鞭矧いたものである。

　　2・　資本の構威比

a・資産勘定

（1）流動資産

期末使用資本額に謝する流動資本の比率は次の如し。

　　　　　　　　A　　　　・B　　　　c　　　　挙均

　　　　　　　53怨4　4・1釜・飾　53！も、

幽C階級畷も多く珊級畷も甚少ない。期内翫示せ鰍の如し。

A 1・　1 ・　1 挙　　　均

當　座　i資　産
％ユ6．24

論5 ％13．30
％12．20

貸　　付　　金 α47 0．57 2．22 ユ．79

商　品　勘　定 33．37 36．75 27．84 29．90

有　個　謹　券 2．82 1．40 ユ0．09 7．95

用　慶　品　類 q64 1．18 1．25 工．19

流動費　産計 53．54 46．25 54．70 53．03

eれ鰍繊邸蔽の謎鑓湘立つて多くB階級鏑舳定が多い．有｛購舞

がC階雛獅のは・この中に補助鰍嚇株雄んでゐるからであらう．懸鰍

の鮒金は篠者闘する前難と湘助鰍及び取引鵡家（叉は養慧組合）VZ　yv’

する貸付金との三つに分けることが出來る。然るに職工前貸金は前遠の如く『釆牧。

假tijft　e立替金』としてr灘鑓』のpl・に入り湘助蝋鮒鋤r補助鰍齪と

して『鞠腱鑓』に飾つてゐるので・　」Aヒ戯鵬r鮒金』は取引養鰍（Xは

養灘合）圃する鮒金旗の大紛とする。而し噺うした鮒金醐定腋取

引蹴鮪する離に限らるべき澱に調勘畑鴎雛獅の雌締あt 驕D
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次に流動資産の内課を示さ5。

　　　　　　　　　　　　　（4）當　　座　　i資　　淺

A 工3　　　　　　　　C 2F　　　均

＼総酬蝋鞠 総剃鰍鞠睡咽實数鞠 縄不均瞬醐

現金及銀行預金

受　取　手　形

壷　　掛　　金

永牧・佃沸・立替金

當座茸産計

　％
9．05

0．21

0．71

6．28

ユ6．24

　　ofo
（19｝9，05

（115．85

（512．40

（19｝　6．28

（19，16．24

％

0．95

0．78

4，62

6．35

　　ele
（12｝　0．95

（2）445

（12｝4．62

（12）6．35

　％
7．51

0．16

0．32

5．31

13．30

　　ラら　　　　タち
（3）　7．51　　6．38

（1）　0．35　　0．14

‘2）　0、42　　0．43

（3）　5．31　　5。25

（3）13．30　12．20

　　　ラ「o
（34，　6．3b’

（2）0．39

（9）O．70

（34）　5，25

（34）　12．20

　（備考）合計と各預の総和と一致し7Sいのは唯一科馴こ『當座資産』として内課な示さ7い會

　　　　　瀧があつ六からである。荷喪数奉均とは其の科目奄編げれ會砒のみの亭均であり。括

　　　　　孤の中の撒孚に會示土救な示してゐるo以下これに傲ふo

　當座資産のうち主要なものは『現金及銀行預金」と『未牧・假佛。立替金」とであ

る。1れ等は共にAが最大、Bが最小、當座資塵合計に於ても同一一の順序である。

　　　　　　　　　　　　　（ta）貸　　　付　　　金

A B C 挙　　　　均

獅鞭購欝均幽鞠欝均i鰍鞠購i鰍鞠
貸付金1艸・）　・・58・571（…5g剛（・脚ixg　1〔12）2・・6

　貸付金についてのA，B，C，の順序は、総李均に於ても賢数築均に於ても圃一の傾向を

取る。

　而してこれは製綜業の資本構成上からは重要なものではない。

　　　　　　　　　　　　　（’、）　商　　晶　　勘　　定

A 8 C 準　　　　均＼＼
@　＼＼、、　　　　、＼、

@　　　　　、＼
総挙均1贈均 総李均1實数鞠 糸酬費数鞠 総州欝陶

原　　　　　料

ｻ　　　　　品

宦@　製　　晶

､品鋤£合計

16．87

P2．04

O．41

R3．37

（15｝19β5

i15）1生02

i12｝0．50

i19）33．37

16．25

W．51

O．40

R6．75

（9）22．66

i6）11・86

i8）0．70

i19）36．75

17．91

X．35

O．58

Q7．84

｛3）ユ7．91

i3）9．35

P2）1．07

i3）27、84

17．53

X．38

O．53

Q9．90

（27）18．71

i27110．01

i2210．94

i34）29．go

　賢数ZF均に就いて見るに原料はB，A，Cの順序であり、製晶はA，B，C，副製温はC，133A

の順序で塘加してゐる。當座資産勘定の最低にも拘らす、Bの商品勘定殊に原料が多

いのは注同に値する。製品に於て規模の大なる程勘いのは、大愈肚には製品の滞荷が

勘ないことを示し、副製晶がCに多いのは、鑓種の如きものがこれにカ1はつてゐる紬

果と見るべきであらう。
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（at）有偵誰舞・用度昂

＼＼
@　＼、　　　　曽、＼　　　　　、＼　　　　　　＼＼　　　　　　　　、、r A 8 c 卒　　　　均

欝均陣鞠 欝均蘭鞠 総州幽鞠 酔均1鰍鞠

有　偵　謹　券

p　度　品　類

2．82

O．64

（15）3．88

i12｝0，93

1．40

?D18

（10）1660

i9）1．47

ユ0．09

P．25

（3）10．09

i3戸．2δ

7．95

P．19

（28）δ．30

i27）1．26

　有慣諮劣ミかCに於て最大なのは前述の理由に依つて當然であるがムがBの倍以上を

有してゐるのが目につく。用度品類は大差なくBが微かに多い。

（2）固定資産
　固定i資産の比率は次の如し。

　　　　　　　　　A　　　　B　　　　（）　　　亭均
　　　　　　　　　％　　　　　　　　　％　　　　　　　　　％　　　　　　　　　％
　　　　　　　　46．46　　　　　53．75　　　　　45．30　　　　　46．97

　これは流動資薩と封瞭的のものでB，A，Cの順で減少してゐるが、、AとCとの差は砂

ない。吹にこれ等の内謬を示さう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

・　1　・　1　・ 耶　　　　均

準固定聲産
ﾞ府固定贅産
ﾅ定i終産合計

222

S4．24

S6．46

2．36

T1．39

T3．75

2．96

S2．34

S5．30

2．79

S4．18

S6．97

　『固有固定資慶』は生塵に直接關興するのであるが、『準固定資塵』には、牧入はも

たらすが生産には無關係のもの（焼孫勘定。禺資金・補助會枇勘定）或る時期まで牧

入を生ぜす生麓にも關係しないもの（工事假渡勘定）及び生産に甥して或る種の便盆

をもたらすもの（商標椹。螢業椹。特許礎等の無形固定資藤）等がある。だから圃定

資薦（特に固有固定資産）が多ければ多いほど生塵活動が、量的にか質的にか、叉は

この爾方面かに多くなければならない。故にこの表を一瞥しただけでBの固定養産が

多いからと言って、償却を怠った結果だとは断定出來ない。それは螢業方針が積極的

なためかも知れないからである。

　　　　　　　　　　　　（4）　準　　固　　定　　i資　産

＼、　　　＼、
ム B c 李　　　　均

＼総卒均i驚均 解均1實鋤 離酬贈F均 紬i贈均
1　　　　　「 1

焼　糸　1勤　定

掛　　費　　金

補助會砒勘定

工蔀假渡勘定

無形固定費産

1．44　　（5）　7．25

0．17　　（9）　0．34

0．02　（1）2、22

0．39　　（4）　1．35

0．20　　‘1）　2．22

1．87

0．06

0．37

0．06

〔3）7．63

（3）0，28

（3）1，41

（2）0．38

1．04

0．66

ユ．26

（2）1．37

（2）O，87

（1）2．69

O．45

0．02

0．84

0。53

0．95

C8）7，53

（ユ2）　0。31

（6）1：36

（8）0．86

（2）2，68
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1轍薙合計國・13陶・岡・・｝・・軸…3．88團脚・・1

騰勘定を計上しでゐる鰍は全部で8であるが、その實艶均が7．5％とは驚くべ

緻字である・こ嘩計上してkv・會砥も實際はe・m・・va近磯纐定鮪つてゐるも

のと思はねばならない。その他の科目は問題にするほどのものではなb。

（路）固有圃定資産
＼　　　　＼＼　　　　　’＼

A B G 2F　　　均

総卒均瞬鞠 総李均瞬午均 総・ド均瞬鞠 審網欝陶
什　　　　　器

@械及工具
噤f@　　　物

y　　　　　　地

ﾅ有固定費産合計

ユ．03

ﾊ68

?R．11

R．10

S4．24

（9）2．01

i11）14．24

o11）20、58

P11）4．88

i19）4424

2．34

P1．15

P5．87

V．64

T1．39

（7｝4．08

i10）13．53

i7）25万2

P8）21．51

i12）51．39

　一
P1．15

Q2．61

W．58

S2．34

　　　｝
i3）11ユ5

i3）22．61

i3）8，58

i3）42．34

0．51

P1．00

Q0．65

ｿ02

S4．18

（16）3．57

i24）11．69

i21）2既86

i22）8．80

i3鯉4，18

（備考）合計欄が各科目の合計数と一致しないの1　i、全部旭喉『固定養産』の項目に一揺して

　　鵬げてゐる會批があるからである。叉C階級の『什器』を映くに全然什器も固定養産に計

　上しないものと（郡是）　『機械及什器』として一項日に合舘してゐる（山十・片倉）との

　六めであろ。

　　『機械及工具』について見るに（實数2ド均）A，B，Cの順序に減少してゐる。蓋し機

械工業の生命は『機械及工具』であるが故に、資産の妙ない小経欝に於ても他の資産

は節約し得るが、この『機械及工具』は或る程度以下の飾約は不可能であり、從って

其の比率が規模の大小に反比例してゐることを考へられる。建物はこれと多少類を異

にし　或る経螢規模までは～二れを節約し得るが　その限度を超えると急に堰加せねば

ならない性質のものがある。事務所の如き、講堂・娯樂窒の如きその一例である。B，

級の建物が目立つて多いのは、さうした限界を僅かに超えた所に在るためではないだ

らうか。CがAより多いのは建物の質に依ることと思ふ。土地についても同繊のとと

が言はる晃即ち土地及び建物から見れば、Bは規模の小に俵る節約の限度を超えし

かも規模の鑛大に依る節約の恩患を未だ享受し得ないと雷ふ、最も不利な立場に在る

檬に思はれる。然し一方に於てB級が特に固定の錆却を怠ったために土地及び建物が

多くなつてゐるでは齢かとの疑も起つて來る．これには圃定鑓の内容（質）を楡せ

ねばならない。それは総括に於て論する。

　b・負債勘定

　（1）流動負債

，流動負債の期来使用資本に封する比率は次の如しe
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　　　　　　　　　A　　　　B　　　　C　　　ZF均
　　　　　　　　　％　　　　　　　　　％　　　　　　　　　％　　　　　　　　　％
　　　　　　　　44．09　　　　　45．54　　　　　30．30　　　　　34．13

　帥ちB最も多く、それと約1・5％の差でAとれに次ぎ、Cは遙かに少数となつてゐる

次に其の内課を示さう。

＼　　、一、　　　駒、闇賦一　　　　　、「　　　　　i、　　　　　　、　　　　　　　、

A B G 帯　　　　均

當　座　資　債

ﾘ　　入　　金

a　　り　　金

ｬ動負債含計

2L46

Q0．68

P．95

S4．09

19ガ9

Q2賜31

R．44

S5．54

15．66

V．63

V．01

R0．30

16．85

Pユ．30

T』8

R↓．13

　當座負債はA，B，Cの順序で減少し、借入金はB最も多く、　Aはこれよりも一寸砂な

　く、CはAより約6％勘ない。預り金は反劃にA，B，C，の順に増加してゐる。次に流動

負債の各科目について其の内容を見よう。

　（イ）　當座負債

・　これは何時にても債椹齎の請求に鷹じて返濟（支彿）せねばならなレ・性質の負債で

ある。その内課は次の如し。

A B c ヱF　　　均＼　　　　　＼

総挙均瞬鞠 総軍均實数李均 線咽鰍鞠 書酬蹴陶
支　携　手　形

メ@　掛　　金

｢挑及假受金
c座員債合言ヤ

14．74

O．01

U．71

Q146

〔4）49．93

i2）0．07

i18）6．83

i19）21。46

9．40

O．04

W．55

P9．79

（5）15．56

i2）2．24

i1】）9．32

i12）19．79

7．90

O．09

V．67

P5．66

（1｝26ンS

i210．王2

P3）7．67

i3）15．66

S．67

O．08

V．77

P6．85

（10）24。53

i6）0ユ3

i32）7．90

i34｝16・85

　邸ち當座負債のうちに主要なものは『支佛手形』と『未佛及假受金』とであるが、

前者はこれを有する（叉は計上する）會枇極めて勘なく、Aに於ては僅かに4會肚、

Bは5、Cは1會肚に過ぎない。他の會瀧は性質上これに該當するもの玉一部を借入

金に計上してゐるものと見ねばならない。兎に角實数亭均で見るにAは約50％、Bが

15．5％、Cが26．8％の支佛手形を持つてゐるのは、製綜業に於ける金融朕態の不安定を

物語ってゐるものと見ねばならない。『未佛及假受金』はBが一寸多いだけで、他は大

差ない。合計に於ては少しづNではあるが，ム，B，Cの順序で低下してゐる。

　（ロ）借入金

　製懸業の借入金は今爾聞屋筋のもの多く、地方銀行からのもの之に次ぐと見られて

ゐる。何れも製晶の販費に從つて濟崩し的に返満し、生縣年慶の絡りに至つて決濟し

絡る性質を有するものであって、當座負債とは大いに其の性質を異にしてゐるのであ
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る。其の比卒は次の如し。

ム B C 準　　　　均
＼　　　、＼＼、　　　　　＼＼、　　　　　　　＼＼

網・均瞬鞠 廉酬難ド均 総・圏ユ瓢・幽 細帯均實数挙均

借　　入　　金 20．68（15）21．88 毘31　（7）38．37 ・・31（・）1生287脚（24）・軌・9

　借入金と當座負債とが混溝してゐるだらうと言ふ吾人の想像は、借入金を全然有し

ない會肚がAに於て4、Bが5、Cが1帥ち全膿として10を数ふるに依つて裏書きせられ

’ると思ふ。故にこれのみに依つて會枇の内容如何を断定することは一考を要する。だ

がBの實数準均の如く使用資本の約40％が借入金であると言ふことは、生緑年度が3

ケ月の後に迫れる決zg，期に於て飴りに多過ぎはしないか。

　（ハ）預　り　金

蝋離の働金睡部篠者醐象とするものと考へてV，・S．職工の騨錨勺は

一ケ年を原則としてゐるが．その一ケ年の腿劃が所謂信州系の會肚と他の會肚とに依

って大いに異なる・決算期には信州剰こ於て㈱喫約後まだ閻がないので預り金は砂

なかるべく、其の他の會祉は、もう少しで契約が満期になる蒔なので、其の預り金は

細當額に上つてゐる筈である。経螢箪位別に預り金を見る時は必すこれを頭に入れて

遣かなければならない。

＼　　　＼＼＼　　　　　、＼、　　　　　　　＼

A 8 C 李　　　　均

総圃鱗均 蕃網賞欝均 縛躯数鞠 総雫均實激茶均

預　　リ　　金
…「（1鵬・・ ・・・…）…1 艸蹴・・ ・98

P（・8）…

　帥ち総亭均に於ても實数平均に於てもA，B，Cの順に増加してゐる。

　（四）　圃定負債

　とれを表示すれば次の如し。

　　　　　　　　　A　　　　B　　　　c　　　　準均
　　　　　　　　　％　　　　　　　％　　　　　　　％　　　　　　　％
　　　　　　　　55．91　　　　　　54．46　　　　　　69．70　　　　　　65．87

虐防Bが最少でAeれに亜ぎcが最大である．勿論とれは流動負債と相鰍i勺のもの

であって、閲定負債の比率が大なるほど其の経螢軍位は金融的に飴裕があると一般的

に考へられるけれども・實際は固定負債と固定資産、又は流動負債と流動資藤とを劃

照して見なければ・かうした金融上の断定は不可能である。それ等は『総括』に於て

蓮べることXする。次に固定負債の内課を示さう。
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＼　＼、＿　　　　、r　　　　　、、、　　　　　　、＼

A B C 亭　　　　均

長期借入金 0阻8 0．14
一

0．09

彿込資本金 66．59 56．62 47．55 50．59

譲　積　立　金 4．67 7．47 16．50 13．97

厚　生　基　金 0．56 0．60 1β2 L58

前　期級越金 △25．18 △　16．64 △　6．15 △　9。45

期初純費本 46．64 48．05 59．82 56．69

當　期　盒　金 8．29 627 9．s8 9．09

固定員　　合計 55．91 54．46 69．80 65．87

　（備考）　△は損金o

　（イ）　長期借入金

　これは澁債。年賦償還金の如く返濟期が長期に亘つてゐるものである。砒ILI亡を有す

る會肚は一つもなかつた。年賦償還金は焼綜勘定に於てこれを見た。

ム B C ユド　　　　均
＼　　　＼・・、、　　　　　　㌦｝、、噛　　　　　　　、＼　　　　　　　　＼、

総鞠瞬鞠 維甲均賓敷2ド均 総不均陣鞠 糊・均1鰍噛

長期借入金 ・98
P（・）… …1（・）…

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『 0．09（3）3．00

　帥ち會批敬から言つても、比較から雷つてもこれは製縣業の資本構威の一要素とし

ては重要なものではない。

　　　　　　　　　　　（口）　佛　込　資　本　金

＼一…一 1・ C 墾　　　　均

彿演本金　　・副
・・働1

47．55 50万9

　佛込資本金を有しない會砒はないので、これは総雫均も等しい比率である。これに

依れば使用資本は規模の小なるほど佛込資本金に依存する度合が大きいことを示して

ゐる。

　　　　　　　　　　　（ハ）諸積立金

　これは法定積立金と各極の任意積立金とからなる。

A　　　　　　　B　　　　　　　C　　　　第　　　　均
＼　　＼㍉、

@　　＼9＼、
@　　　　　＼＼　＼　　　　　　　　、＼ 総州贈陶酬贈・嫌急李均騨亭均騨勾瞬塾

1　　　　　　1　　　1　　　　　　1　　　1　　　　　　1　　　｛
法定積立金　2．20（9）4．382．62（9）3・2914・8912｝22・4711・70（20）16・53

任意諸積立金　1．72（5）6．494・75（8）7・031・61〔2）2・43221（15，3・30

諸穣立金合計　4．67（12）7．897・47（10）8・7816・50（2）24・901S・97（24）19・29
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　（備考）合計欄と各科目の合計敷と一・twしないのlt『諸積立金』とじ（一一科馴こ合箕してゐる

　　會砒があるからである。

帥ち規模の大なるほど多くの積立金を持ってゐること玉なる。

　　　　　　　　　　　（昌）　厚　　生　　基　　金

厚生基金の中には職工職員保護基金と退職及び恩給基金とを含んでゐる。

t”

_＼ A B

＼＄酬實謄均縛・ド均1鰍鞠

C

総・舳1鱗鞠

平　　　　均

総鞠1蝋・ド均

厚生基金圓（・）・一・・ll・・晒1・92　1　（・圃11．58　（19）1．73

　元來永年勤績した職員職工が退職した場合及びそれ等の負傷疾病に際しては、斯う

した基金の存否に拘らす或る額の給付をなさなければならなV・のであるが、それが大

親模の経螢になると、自然にさうした度数も金額も多くなるので、特別の基金を必要

とするに至る。

　これ該基金がA，B，Cの順に増力llしてゐる當然の理由である。

　　　　　　　　　　　　（ホ）前期繰越損金

　前期に盆金を繰越したものはA級の3會肚の拳であり、繰越損谷金の堺のものはA

に於て1Bが2Cが1合計4會融である。他の7會杜は何れも多少の損金を繰越して

ゐる。　　　　　1

、＼一一一一

欄繰越損金　・5・・81　・剛　6・15　1　9・45，

　即ち過去に於ける損央は規模の小なるほど甚だしかつたのである。ム級の如き使用

資本の巻を失つてゐるのには驚く。

　　　　　　　　　　　　（へ）期初純資本

　自己資本から繰越損金を差引いた淺りである。帥ち昭和2年度の欝業はこの期初純

資本を以て開始したことになるv然るに驚くべきことはこの純資本が負数（一）になつ

てゐる維螢軍位が2つも（何れもA）あることである。

～L@＼＼　　　　　　　　　　＼
ム 罫 C 準　　　　均

期初純資本 46．64 48．05 59．82 56．69

　佛込資本金の比率はA，B，Cの順序であったが、この期初純資本はC，R，A，と全然反封

である。これによつて中小製綜家の窮歌が想像し得らる。

　　　　　　　　　　　　（ト）　當　　期　　釜　　金
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、＼…黶Q」　・　」　・　l　c　陸　　均
當　期　i盤　金 1　8．・gl　6…i　剛 9．09

即ちBが最小である。が、前期繰越潰金その差は次表の如くAが最大である。

＼一一一　　　　　　　　A　　　　　　　B＼l　　l　　l・　i 李　　　　均

醐鐘霧釧　△馳L詮1圃　3．73　1
（備考）　△は員数。

爾利釜金に就ては後に詳論する。

C・総　　括

先づ資産負債の蜀照表を掲げよう。

△0．36

＼一一＿l　A B

洗　動　i費　産 53．54

固　定　資　産 4646

資　産　合　計 工00．00

・流　動　員　債 44．09

固　鴬　員　債 55．91

蚕　債　合　計 100．00

46．25

53．75

100．00

45．．5Ll

54．46

100．00

C

54．70

45．30

100．00

30．30

69．70

100．00

牢　　　　均

53．03

46．97

itoO．00

34．13

65。87

100．OO

　流動資産を多く持つてゐるととは経螢に金融的饒裕を與ふるけれども、事業の本來

性質から言へば、出來るだけtれを紗なくして圃定資産（特に圃有圃定資塵）を多くす

べきである。それは流動資産（特に現金・銀行預金の如き）は牧入として金利（せい

ぜい5分か6分を生するに過ぎないけれども、圃定資産は2割3ζはそれ以上の利澗を

薩出し得る可能性があるからである。然しながら共の固定資藤が膨脹して固定負債を

超過するに至れば、その経欝は金融的危瞼を孕む。今この固定資産と固定負債との比

を求むれば≡爽の如し。

＼㌦@　、＼　　　A B C 耶　　　均

固　推　貢　債

固　定　贅　産
120．33 101．30 153．86 14022

　即ち何れも閲定負債の方が多いけれども、Bの固定i資塵は殆ど其の極度に建してゐ

る。而して斯うしたBの周定資鷹も實際にそれだけの生産的効果が無ければ．假令如

何なる理由を有するにせよ、固定資塵の内容は粗悪だと言はなければならない。岡定

資産の能率は生懸代と固有固定資産との比蓼以て示すことが出來るや
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＼＿、

@　、＼@　　　　＼
A B c 祁　　　　均

生　　綜　　代
402．97 315．88 371．24 364．08

圃有固定費産

　帥ちBの圃定資産は最も劣等の能率を有してゐることSなる。これは何に原因する

だらうか。今これを検するために次の表を掲げる。

・　｝　・ C 李　　　　均

生　　糸　　代 116890 1201．35 1410．16 13272s

器　械及工具

　直接に生産行爲に参加するものは器械及び工具と見る～二とが幽來る。土地及び難物

は器械及工具の生産力を確保するための一一條件とも見られる。この見地から上表は器

械及び工具の能率を見たのである。而してその順序はC凪Aと規模の大小と反甥にな

つてゐる。先に「固定資塵」（aの（2））の所で提出して置いた擬問の様に、Bのみが殊

更に錆却を怠っfe　Sめに圃定資産の能率が前k表の様に粗悪になつたとしたならば、

必すやそれと同じ傾向が器械及び工具の能率にも現はれなければならない。事實の然

らざるはやはり吾人の先に想像した如く（「固定資産」aの（2））B妹1司定資薩iの飾約に

一一一狽燈s利な経菅規模に在るためと断ぜぎるを得ない。兎まれ、　Bの固定資塵は（全龍

として）生産力の立場から見て甚だしく劣等だ。このことは前記の（圃定負債と圃定

i資密との比箏）金融的臨界勲（Critical　Point　of　Finauee）と相倹つてBの経螢塾礎

を脅すものと雷はなければならない。

　次に佛込資本金は経螢の根底をなすものであり、すべての固定負債のうちで其の額

最も多く、しかも最も確實且つ永遽性に富んでゐる。それぱ恰も資産勘定に於ける固

有闘定資廃と封比さるぺきものである。今この爾者の比率を求むれば次の如し。

一一Q［　A　r－”：E－　　・　陸　　均
圃　定　資　産

携込資本金
69．78　　　　　　　　　　94．94 95．27 92．84

　A，B，Cの順に増加してゐる。それだけCの金融的基礎は輩圃なわけである。循3期初

純資本と拗込資本金の比率は次の如し。

＼　　一一、

@　　㌔㍉＼
A　　、 ・　1　・ 李　　　　均

期　初純費本
70．05 125．81 112．06

携込資本金
84．88

ζれる経螢規模の大小と同一の傾向毒有する。A経螢の如奪30％も例1込盗本金匙失
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つてゐるのは，巾小製懸家が近年如何に悪職苦闘を経て來たかを如實に物語るものと

言へよう。然しAはBに比して固定資産の能率も良好だし、金融的にもより像硲があ

るので、その立直りは却ってBよりも早いではないだらうか。當期の利釜金は事實B

よりも多くなつた。

＼一一Q「・　1・ C 不　　　　均

當期　利釜金

冝鮪g用資本
c期利盆　金
冝@初純費本
孖坥?薗N金

i込資本金

8．29

P7．7ブ

P2．45

6．27

P3．04

P1．07

9β8

P6．51

Q0．77

9．09

n6．03

P7．96

　3比率ともBが最低Cが最大である。

　次に贅本溝成の主要な要素を取って経螢規模との關係を概括する。（すべて比寧は實

数干均を取る）

　（1）経螢規模の大なるに從つて遊減傾向を有するもの

　　（の資産の部，製品、機械及び工具、（補助會飛ヒ勘定）

　　（b）負債の部、佛込資本金、前期繰越損金。

　（2）経螢規模の大なるに從つて題埆傾向を有するもの・

　　（a）資龍の部、貸付金、副製品。

　　（b）負債の部，預り金、期初純資本

　（3）　Bが最小でCが最大のもの

　　（a）i資産の部、有慣誰舞、

　　（b）負債の部、法定積立金、當期利釜金、厚生基金。

　（4）　Bが最大でCが最小のもの

　　（a）i資塵の部、　（費掛金う原料

　　（b）負債の部、　（買掛金）借入金、任意積立金。

　（5）　Bが最小でAが最大のもの

　　（a）資産の蔀、現金及び銀行預金、未牧9假捌lo立替金（工事假渡金）

　　（b）負債の部、支彿手形

　（6）Bが最大でAが最小のもの

　　（a）資塵の部、廼物、土地、

　　（b）負債の部、なしg
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（備考）　話弧の科目は重要ならざるものo

乙．　利i益原因の探究

　生産事業の利釜は、生塵力の増加に伴ふ生塵原慣の低下と、原料購入，製品販賞等

を有利ならしめ得た結果との二つに、其の原因を大別し得る。前者を假りに工業的利

釜原因後者を商業的利釜原囚と名づける。因に本章に於て用ゐる『利釜率』はすべて

『期末使用総資本』に封するものである。

　a．資本の構成

　資本構域の立場からは、流動資塵と利盤都（固定資産については別に論す）期初純

資本と利釜率との二方面から見ることがIll來よう。流動資塵を探つたのは、親在の製

縣業の如く資簾内容の不良な生産業に於て、流動資塵が多ければ從つて資産内容もよ

く、利盆率も多かるぺき理由があるからである。一般的には流動資産と流動負債との

比率を用ふべきであらう。又期初純資本を用ゐたのは、これが多ければ金融的基礎が

輩固で從つて優秀な圃定資産を所有し得、これに依つて生産原慣の低下を計り得るか

らである。

A 丑 C 準　　　　均

鵯轡歪あ欄鰍

C幕杢あ相留田係数

（＋）　　隠1

i＋）　　α25

（＋）　　0．58

i＋）　　0・11

（＋）　　007

i＋）　　0．98

（＋）　　0・26

i＋）　　⑪．26

　邸ち共に『十』の關係に在ることは明かであるが、Aは期初末純資本及び流動資塵

の何れにも相關々係を認め難く、Bは期初純資本との閣には相關k係は認め得るが、

流動資薦にはこれを認め得ない。Cは爾者とも高次の相關々係を有する。が．総亭均

に於ては共にこれを認めるeとは出來ない。要するに中小製綜業は其の使用資本極め

て紗きが故に、資本構成の理論的優劣が直接業績を左右するの力がないものと見るべ

く、C級になると，然しながら、資本の力が漸く加はり、それが構放の如何と業績と

は非常に密接な關係を有してゐることを知る。

　b．原料の慣格

　原料をより安く仕入れ得れば、それは直ちに業績を有利に導くことが出來る。原料

の高いか安いかは、製品代を以てこれを製造するに要した原料代を割れば知られるe

その数は次の如しg

，
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原　　　料　　　代　　　　　　　　　％

1　製　　品　　代
u

71．34
7凸3 6♂14 櫛1

　この比率を原料比と名づける。この原料比と利釜奪との相關係激を求むれば、原料

の便格と業績との關係を察知するととが出來る。

i　L－1　lc　121“一　・tsJl
嫡識あ相關馴・・）…（一・・16（→・．24（一…　4

　この相［銅係激は理論上から見れば「一」となるべき筈であるのに、Aは「十」であ

る。而して上嚢に依りA，13，C共に原料比と利益率との艮日に相關々係を認めることは出

來ない。これは近年繭網場漸次統一されて來た結果、ny會融のみ原料繭を有利に仕入

れると冒ふととは、大局的に不可能となつたためではないだらうか。

　c固定i資産

　生藤に直接参爽するのは固定資産である。故に聞定資塵の能率が大きければ大きい

ほど生酸原儂は切下げられ、利釜寧は大きくならねばならない。而して固定贅塵の能

雍は製品代と固定資塵纈との比で表すごとが出來る。　これを固定能率比となづける。

画定能…率比は次の如し。

製　　i孫　　代

固　定　資　産
38燕 29篇 34ゐ 34f至6

固定資鷹の内容を楡するには、圃有圃定資塵及び器械及び工具を用ゐfeのに、利盆

率との相關々係を橡するには、総圃定養産を用ひたのは、名儀と内容の如何に關せす

すべての固定資産は一・膿として業績に影響すべきであるからである。次に固定能率比

と利盆寧との相關係数を示さう。

　何れも「十」の關係にはあるけれどもCの外は相關点係を認めることは出來ない。即

ちA及びBは假令闘定資塵の内容が良好であつても必すしも利盆率を多くするとは営

ひ得ない。これは中小製綜業は朱だ工業主義に徹せす、眞面同に合理的な繹螢をなさ

なしへ結果であり、更に原因ともなるものであらう。

1）螢業費

生藤費が安ければ勿論利釜率は多くならなければならない。資本構成の良否と固定
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資産の能率如何と、結局はこの生rtl，費に影響して來る。生塵費の罫出には輩位数の製

晶に謝するそれと、製晶の軍位慣格に謝するそれとの二通りが考へられる。本調査は

便宜上後者を探つた。これには総醤業費と製晶代との比を求むればV・　X。それを螢業

費比と名づける。

螢　　業　　　費

生　　　糸　　代

A

2論5

1　・　　　・　レ1・　均

2蔚8 2必6
24．65

　前記原料比に於ても，Bが最大、Cが最小である。これは當然に利釜率に於てBが最

小、Cが最大である事に導く。而してこの麟業費比と利盆率との相關係激は次の如し。

羅粉・㈱（一）・4・i（一・咽（一）…（一…　1

　原料比とは相關々係を認め得なかつfeが、螢業費比についてはA・BC・李均共に相當

度の相BM　k係を認め得る。

　　　E総　　括

　以上に於て本邦製縣業の利盆率とこれが誘因たるぺしと抽象的に考へられる諸要素

との相關々係を、大髄吟味L絡つた。而してAは輩に醤業費比とのみ、Bは期初純資

本と螢業費比と、Cは原料比を除い泥すべでと、築均に於てはAと等しく螢業費のみ

と、利釜率との間に相關k係を認め得た。これ等の諸要素のうち原料比は商業的要素

固定能…率比。螢業費比は工業的要素と見るべきに依b、製継業の業績は商業的要素と

発然無關係なことを知り得たり。然らば廻去の製継家の如く、投機的経醤のみに走る

ことは決して、その業績を有利に導き得ないことも知り得た。

　これは然しながら飽くまで昭和：年度の業績を　yg・照とした噺定であつて、決して永

久に不攣のものではあり得ないが，しかも吾人に封して有利な泳唆を興ふることを否

み得まい。而しで中小製綜業が理論的利釜原因と實際の利釜率との間に相關々係の砂

いのは、彼等はすべての瓢に於て、未だ藥者の所謂“M乱nu魚cture，’の域に在つて、共

の使用資本を極めて紗く、爲に各経螢軍位猫自の傳統と環境とに支配されること弧く、

近代工業としての理論的軌道に乗って來ないのに友し、C級になると註資本の力も爾

く強大となり、且つ経櫛の實際もより大きく、より複雑になつて來るので組織力が特

殊の慕情を征服して、工業繹麟としての本道を歩む様になつたことを示すものと需ひ

得よう。　（昭和三年十月十八「D

　　（附紀）本調査に名古耀高等商業墨校産業調奮蜜腰行の下紀調査報告に示唆されアニものであろ

　　　　1，本邦紡績業裡瞥調萱　（M：一）　　冊親和三葎四月

　　　　2．　　岡　　　　　　　（其ご）　　　昭和三年十月
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　　　　　　　　　第一　衷　A経瞥　（十九曾祉）

（借　　方）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（貸　力）

科　　　目
金　　額（円） 比　…肇（％） 金　　　額（圓） 比　率（％

・内　謬 合　計 内課 合計
科　　　目

内　諜 合　誹 内繹 合計

現　金及
竝s預舎

906，841 9．05 支挑手形 1，477，815 14ン4

壷　掛金 20，637 021 買　掛金 1，ユ85 0．01

受取手形 69，990 0．70 未挑及?@i退　金・
672，049 6．71

未牧槻梯立　替　金

630，063 6．2s 當座負債計 2。玉5LO49 21．46

當座資置…計 L627．531 16．24 借　入　金 2，073，302 20．68

貸付金 47，583 0．47 諸預り金 工95．774 15）5

原　　　料 1，691，243 16．87

製　　　品 1，207，202 ユ2．04 流動翼債
〟@　　計

4，420，125 4広09

副　製　晶 40，994 0．41

商品勘定計 3，345，019 33．37 長期借入金
9牝8531　　1

O．98

有慣諦券 283，202 1
ノH慶品類 6銭，6SO

　2．82’｝

O．64 彿込養本金 　　　　｛U備80・｝
66．59

流動費薩
〟@　　計

5，367，016 53．54 法定積立金 ・2・…I　l
2．20

焼糸勘定 144，312 1．44 任　　　意

博嵭ｧ金
ユ7鉱481 μ・2

出　養金 16，652 0．17 稜立金言卜
4・＆28gl

4．67

1，881 002 職員職工
ﾛ護幕金 一

39，721 0．39 退　職及
ｶ給塞金 一

工　　　轟

20，000 0．20

n

厚生基金欝 珊68「… 0．56

琿　固　定資　産　計

222，766 2．22 前期繰越金
　　　，騨幽一?T2謝・1 ム25．18

什　　　器 102，987 1．03 1 1
器械及工具 909，943 9．08 1

期初純資木 k6舳1 46．64

建　　　物 1，314，819 13．11 i
土　　　地　， 311，448 a10 常期盆金

　　　831，248　　1

8．盆9

固有圃定資　薩　言卜

4，435，561
r4424 1

　　　『ﾅ定費産
〟@　　言卜 4658，327 46．46

糟　　｝罰一ﾅ定資債合　　　計
臥鵬2181

55．91

l　l
縮　資　産 10，025，3生3 100．00 総　貢　債 1α02534311・α・0

Aは損失金
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　　　　　　　　　第二二表　B縄螢　（十ご會瀧）

（借　　方）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（貸　　方）

科　　　目
金　　　額（円） 比　…牽（％） 金　　　額（円） 比　i…俸（％）

内　課 合計 内課 合計
科　　　日

内　謬 合　計 内課 合計

現　金・及
竝s予百金 256，006 0．95 支携乎形 2。535P30 9．40

賞掛　金 一 一 買　掛　金 】ユ，297 0．04

210，721 0．79 来　梯及
?@受　金

2，307，911 8．55
受取手形　｝　　憎㎜　　　　旧一　　　　一一

｢牧假挑立　替　金
L245。47｛㍉ 4．62 當座貢債計 ・1，340，9｛8 ユ9．79

當座資塵計 1，712，203 6．言5 借　入金 6，021，809 22．31

貸　付　金 1511．41’4 0．57 言蕎預り金 927，7S3 3，・14

原　　　料 4・385，392 16．25

饗　　　品 2，295，447 S．51 流動員債
〟@　　計

12，2go，

@54〔 45．54

副製　品 107，971

商品勘定計 9．916213 3675 畏期借入金 　一一R6，300 0．14

麿領謹舞 3769S9 工．40

L

用度品類 323，726 1ユ8 携込費本金
15，278．

@845 56．62

流動資産
〟@　　計

12．479・

@625 4rl．25 法定積立金 70，695 2．62

焼糸勘淀 50匪．575 1．87
任　　　意諸積立金

1，281，830 4．75

出　質　金 15，247 0．06 積立金計 2，016，825 7．47

別遽勘定 102，398 0．37 職昌職工
ﾛ護基金

工　　　暴

?n勘定
17265 0．06

退　職　及

ｶ給幕金
無形【重i定

^　　　産 一 一
厚生基金計 161」87　…

準　固　定資産　計

636，435 2β6 前期繰越金
乙4．488．7S1

　0．60

p｝｝
P6．6づ

什　　　器 631，705 2．34

器械及工具 3，010，264 11．15
期初純費本　　㍗

［2．9G8．

@076 8405

建　　　物 儀281。645 15．87

土　　　地 2，062，476 7．64 當期麓金 1，690，981 6．27

周有固定
{産　計

13，869．

@797 5】．39

圃茅ヒ資塵
〟@　　計．

14，506，

@272 53．75 固定戴債
〟@　　計

L4，695．

@357 昌4．4α

i

総　i終　麗 26，9S5，S97 100．00 総　貴　債 26，985，S97 100．00
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（借　方）

第三表　C経螢　（三會肚）

（貸　　t∫）

科　　目
金　　・額（an）

内謬合諦
譲書預馨7．991．691

費　　主推ト　金　　　　　174，231

受取手形　　34L222

j乞　　替　　金　　　5．651．111

　當麟薦卜　　1“・158・．

～　　　』　豊矯　　イ寸　　金　　　　　　　　2366．171

源　料19・°6も，。

製　品9．952．523

測製品　　609．691

商品勘定計　2甑62亀，4

一　　　　　　　　　　　　　6ti3

有　f買註鞍　劣…　　　　　　　　　10。735。

∫11jSt’r犠奨頁　　　　　　　　　L316．808

　zaaL勘ケ蕪『㍉一『5S，201．

＿合　　計　　　　　　09工

焼糸勘定　　．．

出i盗金　　～
吏川三セ奪夢幼定　　　1．10il．713

覆渡勘謹・・5．・・7

撫J｝多固定
．」垂隻．　　　　函旨　　　1．337．000

難碁　’・ny’・r3．・欄

什　　撒　　＿
器械及ユ誤．　11・S60・

s　　　　　 ＿＿＿

゜’ @　　　594

建　物2幽、、
ニヒ　　　　　」也　　　9．133．339

比　蟻（％）

内課

7．51

0。16

0．32

5．31

17．91

9．35

0．58

1．04

0．66

L2‘’

1L15

22，61

8．58

合計

ユ3．30

2．22

27．84

10．09

125

5・i．70

2．96

42．34

科　　目

支梯手形

買掛金
未挑及
假曼金・

　當座員債計

　借入金

　諸預り金

流動員債
合　　計

長期借入金

挑込資本金

法定積立金

任　　意
諸積立金

積立金計

職員職工
＿保護理…金

退職及
恩給基金
厚生基金計

前期繰越金

期勧純贅本

當期益金

　圃宛資債

縮　資　債

金　　額（圓）

内課・

8。415．917

工02．53ユ

S．159．00ろ

15．846，

　277
1．710．000

合計｝

t6。677．

　453
8●105．50り

7．459。8‘モ4

32．z42．

917

5U．591．

6Lt5

よ7．556．

　277

2．042．574

△
6．539．818

33．65し1．

　658

LO．607，

　602

74．1δ8．

　2FIO

106．401．177，

比　尋§（％）

内謬

7．9，　O

0．09

7．67

ユ4．89

1．61

合計

15．66

7．6念

7．0コ

30．RC，

47．5F

1（｝．5〔

ユ．92

△
6．15

59．82

9．8き

69．71

100．00

△11損ft金
ロ■繭一冨願一」幽■旧■騨噸囎1四■隅騨卿一



70　　 鷲懸學雑誌　　〔第一巻
　　　　　　　　　第四表　塗経螢（三十四會瓶）

（借　方フ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（貸　方）

金　　　額（圓） 比　…率（％） 金　　　額⑯） 比　率（％）

科　　　目

内副合計 内課 合計

科　　　目
内　課 脅　計 内羅 合計

現　金　及

竝s預金
・15・・3si 住3§ 7支沸手形 12，429．

@662 8．67

賞掛金
・9虫8681

0．14 償掛金 115ρ13 0．08

愛取手形
…933i 0．43 支梯及

?@受　驚

11，13S．

@965 7．77

未収暇携
ｧ替　金

7，526，650 5．25 當座員債計 9

24，169．

@450 16．85

當座資産計
17，497，

@989 12．20 借　入　金
16200。

@711
ユ1．3〔

貸　付金 2，564，249 ］．79 謂預り金 8，583，421 5．98

原　　　料
25，138．

@655 17．53

製　　　品
13，455．

@172 9．38
流鋤員債
〟@　　計

弼．953．

@582 34．19

副製　品 758，656 0．53

商品勘定計
42，885，

@4臼6
2990 長期借入禽 コ34ユ53 0．09

准似言登券
11，395。

@814 7．95

L704、214 1ユ9 挑込資本金
72．5荏6．

@270 50．59　用度晶類　　　一M＿」一｛一

@流動資酵　合　　電し 76，047，

@732 53．03 法定積立金
16，773，

@030 1L70

＿一一＿＿　　一一

ﾄ糸勘完 645．B87 0．45
任　　　意

柏ﾏ立倉
1㌃164．311 2．21

出　費金 32．ID99 0．02 積立金謝
駅一一㎜｝Q0，041．

@39】
13．97

別途勘窯 1，208，992 0．94
一

工　　　事

?n勘定
762，263 0．53

職員職工
ﾛ護基金憎り一……一一

ｯ職及ｶ給基金 ｝

無形固定
早@　　膿

L357．，DOO 0．95 厚生鵜金計 2，259，729 1．δ8

　準　固　定

@資　薩計
4，006，24正 2．79 前期繰越金

△13，552

@　539
△　9．45

什　　　器 734，692 0．5ユ

器械及工具
16，780．

@801 11．00 期初純贅本
8工．29虫

@　851
56洛9

建　　　物
29，615．

@627 20．65

土　　　地
11，507．

@263 8．02 當期盆金
13，029．

@831 9．09

固有固定
早@醒言1’

63．35＆

@444 44．18

固定資産
〟@　　計

67．364・．

@1385
撃

46．97

94，458。

@　831
65．87

「
圓

総　i資　産 143，412，417 100．00 総　資　償 ユ43，412，417 10qoO

△に損失金


